
(57)【要約】

【課題】プーリ用回転支持装置を構成する複列玉軸受５

ａのグリース漏れを防止する。

【解決手段】一方の玉列と他方の玉列との各玉１５、１

５同士の、外輪１１及び内輪１３の軸方向に関する最短

距離をＳとする。又、各シール板１７、１７のうちの一

方のシール板１７の内側面と、上記一方の玉列の各玉１

５との、上記軸方向に関する最短距離をａとする。又、

他方のシール板１７の内側面と、上記他方の玉列の各玉

１５との、上記軸方向に関する最短距離をｂとする。又

、上記各玉１５、１５の外径をＤとする。そして、この

場合に、ａ≧ｂ＞Ｓ、（ａ／Ｄ）≧（ｂ／Ｄ）＝０．２

～０．４、Ｓ／Ｄ≧０．１２とする事により、上記課題

を解決する。

【選択図】　図２

JP 2004-52905 A 2004.2.19



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 周 面 に 複 列 の 外 輪 軌 道 を 有 す る 外 輪 と 、 外 周 面 に 複 列 の 内 輪 軌 道 を 有 す る 内 輪 と 、 こ れ
ら 各 外 輪 軌 道 と 各 内 輪 軌 道 と の 間 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 転 動 自 在 に 設 け ら れ た 玉 と 、 こ れ
ら 各 玉 を そ れ ぞ れ の 玉 列 毎 に 転 動 自 在 に 保 持 す る １ 対 の 保 持 器 と 、 上 記 外 輪 の 内 周 面 両 端
部 と 上 記 内 輪 の 外 周 面 両 端 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 こ れ ら 外 輪 の 内 周 面 と 内 輪 の 外 周 面 と の
間 に 存 在 し 上 記 各 玉 を 設 置 し た 空 間 の 軸 方 向 両 端 開 口 部 を 塞 ぐ １ 対 の シ ー ル 板 と 、 こ の 空
間 内 で こ れ ら 両 シ ー ル 板 同 士 の 間 部 分 に 封 入 し た グ リ ー ス と を 備 え た 複 列 玉 軸 受 に よ り 、
固 定 の 部 分 の 周 囲 に プ ー リ を 回 転 自 在 に 支 持 す る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に 於 い て 、 上 記 複
列 玉 軸 受 を 構 成 す る 一 方 の 玉 列 と 他 方 の 玉 列 と の 各 玉 同 士 の 上 記 外 輪 及 び 内 輪 の 軸 方 向 に
関 す る 最 短 距 離 を Ｓ と し 、 上 記 各 シ ー ル 板 の う ち の 一 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面
に 対 向 す る 上 記 一 方 の 玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ａ と し 、 同 じ く 他 方
の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 他 方 の 玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す
る 最 短 距 離 を ｂ と し 、 上 記 各 玉 の 外 径 を Ｄ と し た 場 合 に 、 ａ ≧ ｂ ＞ Ｓ 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ
／ Ｄ ） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ． ４ 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と し た 事 を 特 徴 と す る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 に 係 る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 は 、 自 動 車 の 走 行 用 エ ン ジ ン に よ り こ の エ ン ジ ン に
付 属 し た 各 種 補 機 を 回 転 駆 動 す る 為 の 無 端 ベ ル ト を 掛 け 渡 す プ ー リ を 、 ハ ウ ジ ン グ や 支 持
軸 等 に 対 し て 回 転 自 在 に 支 持 す る 為 に 利 用 す る 。 特 に 本 発 明 は 、 プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 を
構 成 す る 複 列 玉 軸 受 の グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 用 空 気 調 和 装 置 に 組 み 込 ん で 冷 媒 を 圧 縮 す る コ ン プ レ ッ サ 等 の 補 機 は 、 走 行 用 エ ン
ジ ン に よ り 回 転 駆 動 す る 。 こ の 為 、 こ の 補 機 の 回 転 軸 の 端 部 に 設 け た 従 動 プ ー リ と 、 上 記
走 行 用 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 端 部 に 固 定 し た 駆 動 プ ー リ と の 間 に 無 端 ベ ル ト を 掛
け 渡 し 、 こ の 無 端 ベ ル ト の 循 環 に 基 づ い て 、 上 記 回 転 軸 を 回 転 駆 動 す る 様 に し て い る 。 又
、 こ の 無 端 ベ ル ト の 中 間 部 を ガ イ ド プ ー リ や テ ン シ ョ ン プ ー リ に 掛 け 渡 し て 、 上 記 従 動 プ
ー リ 或 は 駆 動 プ ー リ に 対 す る 上 記 無 端 ベ ル ト の 巻 き 付 け 角 度 を 確 保 し た り 、 或 は こ の 無 端
ベ ル ト の 張 力 を 確 保 す る 様 に し て い る 。 こ の 様 な 、 自 動 車 用 補 機 駆 動 装 置 に 組 み 込 ま れ る
プ ー リ の う ち の 一 部 の プ ー リ は 、 ハ ウ ジ ン グ 或 は 支 持 軸 等 の 固 定 部 分 の 周 囲 に 、 本 発 明 の
対 象 と な る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に よ り 、 回 転 自 在 に 支 持 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ は 、 こ の 様 な プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 を 設 置 す る 部 分 の １ 例 と し て 、 コ ン プ レ ッ サ の 回
転 軸 １ の 回 転 駆 動 部 分 の 構 造 を 示 し て い る 。 こ の 回 転 軸 １ は 、 図 示 し な い 転 が り 軸 受 に よ
り 、 ケ ー シ ン グ ２ 内 に 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の ケ ー シ ン グ ２ の 端 部 外 面 に 設 け た 、
請 求 項 に 記 載 し た 固 定 の 部 分 に 相 当 す る 支 持 筒 部 ３ の 周 囲 に 従 動 プ ー リ ４ を 、 複 列 玉 軸 受
５ に よ り 、 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の 従 動 プ ー リ ４ は 、 断 面 コ 字 形 で 全 体 を 円 環 状 に
構 成 し て お り 、 上 記 ケ ー シ ン グ ２ の 端 面 に 固 定 し た ソ レ ノ イ ド ６ を 、 上 記 従 動 プ ー リ ４ の
内 部 空 間 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 上 記 回 転 軸 １ の 端 部 で 上 記 ケ ー シ ン グ ２ か ら 突 出 し た 部 分 に は 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ７ を
固 定 し て お り 、 こ の 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ７ の 周 囲 に 磁 性 材 製 の 環 状 板 ８ を 、 板 ば ね ９ を 介 し て
支 持 し て い る 。 こ の 環 状 板 ８ は 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ６ へ の 非 通 電 時 に は 、 上 記 板 ば ね ９ の 弾
力 に よ り 、 図 ３ に 示 す 様 に 上 記 従 動 プ ー リ ４ か ら 離 隔 し て い る が 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ６ へ の
通 電 時 に は こ の 従 動 プ ー リ ４ に 向 け 吸 着 さ れ て 、 こ の 従 動 プ ー リ ４ か ら 上 記 回 転 軸 １ へ の
回 転 力 の 伝 達 を 自 在 と す る 。 即 ち 、 上 記 ソ レ ノ イ ド ６ と 上 記 環 状 板 ８ と 上 記 板 ば ね ９ と に
よ り 、 上 記 従 動 プ ー リ ４ と 上 記 回 転 軸 １ と を 係 脱 す る 為 の 電 磁 ク ラ ッ チ １ ０ を 構 成 し て い
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る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 述 し た 様 な プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 を 構 成 す る 複 列 玉 軸 受 ５ は 、 図 ４ に 詳 示 す る 様 に 、 外
輪 １ １ の 内 周 面 に １ 対 の 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ を 、 内 輪 １ ３ の 外 周 面 に １ 対 の 内 輪 軌 道 １ ４
、 １ ４ を 、 そ れ ぞ れ 形 成 す る と 共 に 、 こ れ ら 各 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と 各 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １
２ と の 間 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ の 玉 １ ５ 、 １ ５ を 組 み 込 ん で い る 。 又 、 こ れ ら 各 玉 １ ５ 、
１ ５ は 、 各 玉 列 ご と に そ れ ぞ れ 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ に よ り 転 動 自 在 に 保 持 さ れ て い る 。 又 、
上 記 外 輪 １ １ の 内 周 面 両 端 部 と 上 記 内 輪 １ ３ の 外 周 面 両 端 部 と の 間 に １ 対 の シ ー ル 板 １ ７
、 １ ７ を 設 け 、 こ れ ら 外 輪 １ １ の 内 周 面 と 内 輪 １ ３ の 外 周 面 と の 間 に 存 在 し 上 記 各 玉 １ ５
、 １ ５ を 設 置 し た 空 間 １ ８ の 軸 方 向 両 端 開 口 部 を 塞 い で い る 。 そ し て 、 こ の 空 間 １ ８ 内 で
上 記 両 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 同 士 の 間 部 分 に グ リ ー ス を 封 入 し 、 上 記 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ 及
び 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ と の 転 が り 接 触 部 の 潤 滑 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の 様 な プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 の 場 合 、 複 列 玉 軸 受 ５ か ら グ リ ー ス が 漏 れ る と 、 こ の 漏
れ た グ リ ー ス が 従 動 プ ー リ ４ と 無 端 ベ ル ト １ ９ と の 接 触 部 に 付 着 し 、 こ れ ら 無 端 ベ ル ト １
９ と 従 動 プ ー リ ４ と が ス リ ッ プ す る （ 滑 る ） 可 能 性 が あ る 。 こ の 様 な ス リ ッ プ が 著 し い 場
合 に は 、 こ れ ら 無 端 ベ ル ト １ ９ と 従 動 プ ー リ ４ と の 間 で 動 力 伝 達 が で き な く な る 可 能 性 が
あ る 為 、 こ の 様 な グ リ ー ス 漏 れ を 極 力 少 な く し 、 上 記 無 端 ベ ル ト １ ９ と 従 動 プ ー リ ４ と が
ス リ ッ プ す る の を 防 止 す る 事 が 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 上 述 の 様 な 複 列 玉 軸 受 ５ の 場 合
、 単 列 玉 軸 受 に 比 べ て 封 入 す る グ リ ー ス の 量 が 多 く な る 等 、 グ リ ー ス 漏 れ を 生 じ る 可 能 性
が 大 き い 。 こ の 為 、 上 記 複 列 玉 軸 受 ５ の グ リ ー ス 漏 れ を 完 全 に 防 止 で き る 技 術 が 望 ま れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
と こ ろ で 、 こ の 様 な 複 列 玉 軸 受 ５ の グ リ ー ス 漏 れ は 、 次 の 様 に 生 じ る 事 が 、 本 発 明 者 等 の
研 究 に よ り 分 か っ た 。 即 ち 、 こ の 複 列 玉 軸 受 ５ を 構 成 す る 各 玉 １ ５ 、 １ ５ が 、 各 内 輪 軌 道
１ ４ 、 １ ４ 及 び 各 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ 上 を 転 動 し つ つ 公 転 す る と 、 こ れ ら 各 玉 １ ５ 、 １ ５
同 士 の 円 周 方 向 間 部 分 に 存 在 す る グ リ ー ス や 、 内 輪 １ ３ の 各 肩 部 ２ ０ 、 ２ ０ （ 内 輪 軌 道 １
４ 、 １ ４ か ら 軸 方 向 外 側 に 外 れ た 部 分 ） に 付 着 し た グ リ ー ス が 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ に 押
し 出 さ れ た り 、 或 は 遠 心 力 に よ り 、 径 方 向 外 方 に 移 動 す る 。 そ し て 、 こ の 様 に 径 方 向 外 方
に 移 動 し た グ リ ー ス は 、 上 記 各 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ と 各 玉 １ ５ 、 １ ５ と の 転 が り 接 触 部 に
送 り 込 ま れ る と 共 に 、 こ れ ら 各 玉 １ ５ 、 １ ５ に 付 着 し つ つ 、 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ と 各 玉 １ ５
、 １ ５ と の 間 部 分 や 、 こ れ ら 各 玉 １ ５ 、 １ ５ と 上 記 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と の 転 が り 接 触 部
に 向 け て 、 径 方 向 内 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
又 、 こ の 様 に 径 方 向 内 方 に 移 動 す る グ リ ー ス の 他 、 一 部 は 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ や 保 持 器
１ ６ 、 １ ６ の 回 転 に 基 づ い て 、 図 ５ に 矢 印 α 、 β で 示 す 様 に 、 上 記 各 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２
か ら 軸 方 向 に 押 し 出 さ れ る 。 こ の 様 に 各 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ か ら 軸 方 向 に 押 し 出 さ れ た グ
リ ー ス は 、 図 に 梨 地 模 様 で 示 す 様 に 、 外 輪 １ １ の 各 肩 部 ２ ２ 、 ２ ２ （ 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２
か ら 軸 方 向 外 側 に 外 れ た 部 分 ） に 付 着 し つ つ 各 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面 に 向 け て （ 矢
印 α ） 、 或 は 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 １ ８ ａ に 向 け て （ 矢 印 β ） 押 し 出 さ れ る 。 そ し て 、 こ
の う ち の 各 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面 に 向 け て 押 し 出 さ れ た グ リ ー ス は 、 図 ６ に 矢 印 γ
で 示 す 様 に 、 こ れ ら 各 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面 に 沿 い つ つ 、 こ れ ら 各 シ ー ル 板 １ ７ 、
１ ７ の 内 周 縁 部 を 構 成 す る シ ー ル リ ッ プ ２ ３ 、 ２ ３ に 向 け て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 上 記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 １ ８ ａ に 向 け て 押 し 出 さ れ た グ リ ー ス は 、 こ れ ら 各 玉 列
か ら そ れ ぞ れ こ の 空 間 １ ８ ａ 内 に 入 り 込 み 、 こ の 空 間 １ ８ ａ 内 に 溜 ま っ て 行 く 。 そ し て 、
こ の 空 間 １ ８ ａ 内 の グ リ ー ス の 量 が 増 大 し 、 こ の 空 間 １ ８ ａ 内 で グ リ ー ス を 収 容 し 切 れ な
く な る と 、 こ の 空 間 １ ８ ａ 内 の グ リ ー ス が こ の 空 間 １ ８ ａ か ら は み 出 し 、 上 記 シ ー ル 板 １
７ 、 １ ７ の 内 側 面 と 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ 及 び 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ の 円 環 部 ２ ４ 、 ２ ４ と に 囲
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ま れ た 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ 側 に 移 動 す る 。 こ の 結 果 、 上 述 の 様 に 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ か ら
シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ に 向 け て 押 し 出 さ れ た グ リ ー ス と 相 ま っ て 、 こ の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７
側 の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に グ リ ー ス が 溜 ま っ て 行 く 。 そ し て 、 こ の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側
の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ の グ リ ー ス が 、 こ の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ 内 で 収 容 し き れ な く な る 程
溜 ま る と 、 上 記 シ ー ル リ ッ プ ２ ３ 、 ２ ３ と こ の シ ー ル リ ッ プ ２ ３ 、 ２ ３ が 摺 接 す る シ ー ル
溝 ２ １ 、 ２ １ と の 摺 接 部 か ら グ リ ー ス が 漏 れ 始 め る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 様 に 生 じ る グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 す る 為 に は 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ や 保 持 器 １ ６ 、 １ ６
の 回 転 に 基 づ い て 軸 方 向 に 押 し 出 さ れ る グ リ ー ス を 、 上 記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 １ ８ ａ 内
、 並 び に 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面 と 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ 及 び 保 持 器 １ ６ 、 １ ６
の 円 環 部 ２ ４ 、 ２ ４ と に 囲 ま れ た 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ 内 で 収 容 し 切 れ る か 否 か が 重 要 と な
る 。 即 ち 、 こ の 様 な グ リ ー ス の 漏 れ を 防 止 す る 為 に 、 こ の 様 な 空 間 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 内 に 収
容 で き る グ リ ー ス の 量 を 増 大 す べ く 、 こ れ ら 各 空 間 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 容 積 を 大 き く す る 事
が 考 え ら れ る 。 と こ ろ が 、 こ れ ら 各 空 間 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 容 積 を 単 に 大 き く す る だ け で は
、 上 記 複 列 玉 軸 受 ５ 、 延 い て は プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 の 軸 方 向 寸 法 が 徒 に 嵩 む 為 、 好 ま し
く な い 。 　 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 は 、 こ の 様 な 事 情 に 鑑 み て 、 軸 方 向 寸 法 を 徒 に
嵩 ま せ る 事 な く 、 複 列 玉 軸 受 の グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 す べ く 発 明 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 と 同 様 に
、 外 輪 と 、 内 輪 と 、 複 数 個 の 玉 と 、 １ 対 の 保 持 器 と 、 １ 対 の シ ー ル 板 と 、 グ リ ー ス と を 備
え た 複 列 玉 軸 受 に よ り 、 固 定 の 部 分 の 周 囲 に プ ー リ を 回 転 自 在 に 支 持 す る も の で あ る 。
こ の う ち の 外 輪 は 、 内 周 面 に 複 列 の 外 輪 軌 道 を 有 す る 。
又 、 上 記 内 輪 は 、 外 周 面 に 複 列 の 内 輪 軌 道 を 有 す る 。
又 、 上 記 各 玉 は 、 上 記 各 外 輪 軌 道 と 上 記 各 内 輪 軌 道 と の 間 に そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 、 転 動 自
在 に 設 け ら れ て い る 。
又 、 上 記 各 保 持 器 は 、 上 記 各 玉 を そ れ ぞ れ の 玉 列 毎 に 転 動 自 在 に 保 持 し て い る 。
又 、 上 記 各 シ ー ル 板 は 、 上 記 外 輪 の 内 周 面 両 端 部 と 上 記 内 輪 の 外 周 面 両 端 部 と の 間 に 設 け
ら れ 、 こ れ ら 外 輪 の 内 周 面 と 内 輪 の 外 周 面 と の 間 に 存 在 し 上 記 各 玉 を 設 置 し た 空 間 の 軸 方
向 両 端 開 口 部 を 塞 い で い る 。
又 、 上 記 グ リ ー ス は 、 上 記 空 間 内 で 上 記 両 シ ー ル 板 同 士 の 間 部 分 に 封 入 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
特 に 、 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に 於 い て は 、 上 記 複 列 玉 軸 受 を 構 成 す る 一 方 の 玉 列
と 他 方 の 玉 列 と の 各 玉 同 士 の 、 上 記 外 輪 及 び 内 輪 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を Ｓ と し 、 上
記 各 シ ー ル 板 の う ち の 一 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 一 方 の 玉 列 の
各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ａ と し 、 同 じ く 他 方 の シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内
側 面 に 対 向 す る 上 記 他 方 の 玉 列 の 各 玉 と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ｂ と し 、 上 記 各
玉 の 外 径 を Ｄ と し て い る 。 そ し て 、 こ の 場 合 に 、 ａ ≧ ｂ ＞ Ｓ 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ ） ＝
０ ． ２ ～ ０ ． ４ 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 作 用 】
上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に よ れ ば 、 軸 方 向 寸 法 が 嵩 む 事 な く 、
複 列 玉 軸 受 か ら グ リ ー ス が 漏 れ る の を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 即 ち 、 シ ー ル 板 の 内 側 面 と 各
玉 と の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 ａ 、 ｂ を 、 各 玉 列 同 士 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 Ｓ よ り も
大 き く す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー ル 板 の 内 側 面 と 各 玉 及 び 保 持 器 の 円 環 部 と に 囲 ま れ る 空 間
の 容 積 を 確 保 し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 上 記 保 持 器 の 円 環 部 の 軸 方 向 寸 法 （ 通 常 ０ ． ９
～ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 ） 、 並 び に 、 上 記 シ ー ル 板 の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 保 持 器
の 側 面 と の 間 隔 （ グ リ ー ス の 剪 断 抵 抗 の 影 響 を 考 慮 す る と 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 以 上 ） を 十 分
に 確 保 し て 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 の 増 大 を 図 っ て い る 。 こ の
為 、 こ の シ ー ル 板 側 の 空 間 に グ リ ー ス が 移 動 し て も 、 シ ー ル リ ッ プ と シ ー ル 溝 と の 摺 接 部

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-52905 A 2004.2.19



か ら グ リ ー ス を 漏 れ に く く で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
尚 、 上 記 各 玉 列 同 士 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 Ｓ が 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 の 軸 方 向 に 関 す
る 最 短 距 離 ａ 、 ｂ 以 上 に な る と 、 こ の シ ー ル 板 側 の 空 間 の 容 積 を 十 分 に 確 保 で き ず 、 上 記
シ ー ル リ ッ プ と シ ー ル 溝 と の 摺 接 部 で グ リ ー ス 漏 れ を 生 じ 易 く な る 。 又 、 上 記 複 列 玉 軸 受
の 組 み 付 け 状 態 に よ っ て は 、 上 記 各 距 離 ａ 、 ｂ の う ち の 一 方 の 距 離 ａ を 大 き く す る 事 も 好
ま し い 。 即 ち 、 組 み 付 け 状 態 で 上 記 プ ー リ と 無 端 ベ ル ト と の 接 触 部 に 近 く な る 側 の 空 間 の
距 離 ａ を 大 き く し た り 、 或 は 上 記 シ ー ル 板 が 他 の 部 材 等 で 塞 が れ る 事 に よ り グ リ ー ス が 漏
れ に く く な る 側 の 空 間 の 距 離 ｂ を 小 さ く し た り す る 事 に よ り 、 グ リ ー ス 漏 れ や グ リ ー ス 漏
れ に 基 づ く 不 具 合 を よ り 生 じ に く く で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ ） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ． ４ と す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に
溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 保 持 器 や 各 玉 に よ り 取 り 込 み 易 く し て い る 。 こ の 為 、 こ の 空 間
に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 上 記 各 玉 と 外 輪 軌 道 及 び 内 輪 軌 道 と の 転 が り 接 触 部 に 送 り 込 み 易 く
で き 、 グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 す る と 共 に 潤 滑 性 を 向 上 さ せ て 、 転 が り 接 触 部 の 耐 久 性 向 上 も
図 れ る 。 尚 、 上 記 距 離 ａ 、 ｂ と 玉 １ ５ の 外 径 Ｄ と の 比 ａ ／ Ｄ 、 ｂ ／ Ｄ が ０ ． ４ を 超 え る 場
合 に は 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 各 玉 及 び 保 持 器 に よ り 取 り 込
み に く く な り 、 上 記 転 が り 接 触 部 の 潤 滑 を 図 り に く く な る 。 一 方 、 上 記 比 ａ ／ Ｄ 、 ｂ ／ Ｄ
が ０ ． ２ 未 満 の 場 合 に は 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 が 少 な く な り
、 グ リ ー ス 漏 れ が 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
又 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と す る 事 に よ り 、 各 玉 の 外 径 Ｄ の 大 き さ に 拘 ら ず 、 グ リ ー ス 漏 れ を
防 止 す る 事 が で き る 。 即 ち 、 上 記 各 玉 の 外 径 Ｄ が 大 き く な る と 、 上 記 複 列 玉 軸 受 に 組 み 込
め る 玉 の 数 が 少 な く な る 分 、 こ れ ら 各 玉 同 士 の 円 周 方 向 に 関 す る 距 離 が 大 き く な る 。 こ の
為 、 グ リ ー ス の 封 入 率 を 一 定 と 考 え た 場 合 に 、 上 記 各 玉 の 外 径 Ｄ が 大 き く な る 程 、 運 転 時
に こ れ ら 各 玉 同 士 の 円 周 方 向 間 部 分 か ら 軸 方 向 に 押 し 出 さ れ る グ リ ー ス の 量 が 増 大 す る 。
こ れ に 対 し て 上 述 の 様 に 規 制 す れ ば 、 上 記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 で 収 容 で き る グ リ ー ス の
量 を 十 分 に 確 保 で き る 。 こ の 結 果 、 上 記 各 玉 の 外 径 Ｄ に 拘 ら ず 、 上 記 シ ー ル 板 側 の 空 間 に
グ リ ー ス を 溜 ま り に く く で き 、 グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 で き る 。 尚 、 上 記 Ｓ ／ Ｄ が ０ ． １ ２ 未
満 の 場 合 に は 、 上 記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 が 少 な く な り 、 グ リ
ー ス が 漏 れ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ ～ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 を 示 し て い る 。 本 例 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 は
、 エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク 等 の ハ ウ ジ ン グ の 一 部 、 或 は 支 持 軸 等 、 図 示 し な い 固 定 の 部 分 の 周 囲
に プ ー リ ２ ５ を 、 複 列 玉 軸 受 ５ ａ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 す る 様 に 構 成 し て い る 。 こ の プ ー
リ ２ ５ は 、 鋼 板 等 の 金 属 板 に プ レ ス 加 工 等 の 塑 性 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 っ た も の で 、 互 い
に 同 心 に 配 置 さ れ た 、 内 径 側 の 支 持 円 筒 部 ２ ６ と 外 径 側 の ベ ル ト 掛 け 渡 し 部 ２ ７ と の 軸 方
向 一 端 縁 （ 図 １ の 左 端 縁 ） 同 士 を 、 円 輪 状 の 連 続 部 ２ ８ に よ り 連 続 さ せ て 成 る 。 上 記 支 持
円 筒 部 ２ ６ の 軸 方 向 他 端 縁 （ 図 １ の 右 端 縁 ） に は 、 内 向 フ ラ ン ジ 状 の 鍔 部 ２ ９ を 形 成 し て
い る 。 こ の 様 な プ ー リ ２ ５ は 、 上 記 支 持 円 筒 部 ２ ６ を 上 記 複 列 玉 軸 受 ５ ａ を 構 成 す る 外 輪
１ １ に 締 り 嵌 め で 外 嵌 す る 事 に よ り 、 こ の 外 輪 １ １ に 対 し 固 定 し て い る 。 一 方 、 上 記 複 列
玉 軸 受 ５ ａ を 構 成 す る 内 輪 １ ３ に は ス リ ー ブ ３ ０ を 締 り 嵌 め で 内 嵌 し 、 こ の ス リ ー ブ ３ ０
を 上 記 固 定 の 部 分 に 、 図 示 し な い ボ ル ト 等 に よ り 固 定 自 在 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 複 列 玉 軸 受 ５ ａ は 、 図 ２ に 詳 示 す る 様 に 、 上 記 外 輪 １ １ と 、 こ の 外 輪 １ １ の 内 径 側 に
こ の 外 輪 １ １ と 同 心 に 配 置 さ れ た 上 記 内 輪 １ ３ と 、 複 数 個 の 玉 １ ５ 、 １ ５ と か ら 成 る 。 こ
の う ち の 外 輪 １ １ の 内 周 面 に 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ を 、 上 記 内 輪 １ ３ の 外 周 面 に 内 輪 軌 道 １
４ 、 １ ４ を 、 そ れ ぞ れ 設 け て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と 上 記 各 外 輪 軌
道 １ ２ 、 １ ２ と の 間 に 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ を 複 数 個 ず つ 、 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ に よ り 保 持
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し た 状 態 で 転 動 自 在 に 設 け て い る 。 又 、 上 記 外 輪 １ １ の 内 周 面 両 端 部 と 上 記 内 輪 １ ３ の 外
周 面 両 端 部 と の 間 に １ 対 の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ を 設 け 、 こ れ ら 外 輪 １ １ の 内 周 面 と 内 輪 １
３ の 外 周 面 と の 間 に 存 在 し て 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ を 設 置 し た 、 空 間 １ ８ の 軸 方 向 両 端 開 口
部 を 塞 い で い る 。 そ し て 、 こ の 空 間 １ ８ 内 で 上 記 両 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 同 士 の 間 部 分 に グ
リ ー ス を 封 入 し 、 上 記 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ 及 び 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５
と の 転 が り 接 触 部 の 潤 滑 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 本 例 の 場 合 は 、 上 記 複 列 玉 軸 受 ５ ａ を 構 成 す る 一 方 （ 図 １ ～ ２ の 左 方 ） の 玉 列 と 他
方 （ 図 １ ～ ２ の 右 方 ） の 玉 列 と の 各 玉 １ ５ 、 １ ５ 同 士 の 、 上 記 外 輪 １ １ 及 び 内 輪 １ ３ の 軸
方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を Ｓ と し 、 上 記 各 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の う ち の 一 方 の シ ー ル 板 １ ７
の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 一 方 の 玉 列 の 各 玉 １ ５ と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短
距 離 を ａ と し 、 同 じ く 他 方 の シ ー ル 板 １ ７ の 内 側 面 と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 他 方 の 玉
列 の 各 玉 １ ５ と の 上 記 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 を ｂ と し 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ の 外 径 を Ｄ
と し て い る 。 そ し て 、 こ の 場 合 に 、 ａ ≧ ｂ ＞ Ｓ 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ ） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ．
４ 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 に よ れ ば 、 軸 方 向 寸 法 が 嵩 む 事 な く 、
複 列 玉 軸 受 ５ ａ か ら グ リ ー ス が 漏 れ る の を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 即 ち 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７
、 １ ７ の 内 側 面 と 各 玉 １ ５ 、 １ ５ と の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 ａ 、 ｂ を 、 各 玉 列 同 士 の 軸
方 向 に 関 す る 最 短 距 離 Ｓ よ り も 大 き く す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面 と
各 玉 １ ５ 、 １ ５ 及 び 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ の 円 環 部 ２ ４ 、 ２ ４ と に 囲 ま れ る 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８
ｂ の 容 積 を 確 保 し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 上 記 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ の 円 環 部 ２ ４ 、 ２ ４ の
軸 方 向 寸 法 （ 通 常 ０ ． ９ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 ） 、 並 び に 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ の 内 側 面
と こ の 内 側 面 に 対 向 す る 上 記 保 持 器 １ ６ の 側 面 と の 間 隔 （ グ リ ー ス の 剪 断 抵 抗 の 影 響 を 考
慮 す る と ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 以 上 ） を 十 分 に 確 保 で き 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側 の 空 間 １ ８
ｂ 、 １ ８ ｂ で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 の 増 大 を 図 れ る 。 こ の 為 、 こ の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７
側 の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に グ リ ー ス が 移 動 し て も 、 こ の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ を 構 成 す る シ
ー ル リ ッ プ ２ ３ 、 ２ ３ と シ ー ル 溝 ２ １ 、 ２ １ と の 摺 接 部 か ら グ リ ー ス を 漏 れ に く く で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
尚 、 上 記 各 玉 列 同 士 の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 Ｓ が 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側 の 空 間 １ ８
ｂ 、 １ ８ ｂ の 軸 方 向 に 関 す る 最 短 距 離 ａ 、 ｂ 以 上 と な る と 、 こ の シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側 の
空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ の 容 積 を 十 分 に 確 保 で き ず 、 上 記 シ ー ル リ ッ プ ２ ３ 、 ２ ３ と シ ー ル 溝
２ １ 、 ２ １ と の 摺 接 部 で グ リ ー ス 漏 れ を 生 じ 易 く な る 。 又 、 上 記 複 列 玉 軸 受 ５ ａ の 組 み 付
け 状 態 に よ っ て は 、 上 記 各 距 離 ａ 、 ｂ の う ち の 一 方 の 距 離 ａ を 大 き く す る 事 も 好 ま し い 。
即 ち 、 組 み 付 け 状 態 で 上 記 プ ー リ ２ ５ と 無 端 ベ ル ト １ ９ （ 図 ３ 参 照 ） と の 接 触 部 に 近 く な
る 側 の 空 間 １ ８ ａ の 距 離 ａ を 大 き く し た り 、 或 は 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ が 他 の 部 材 等 で
塞 が れ る 事 に よ り グ リ ー ス が 漏 れ に く く な る 側 の 空 間 １ ８ ｂ の 距 離 ｂ を 小 さ く し た り す る
事 に よ り 、 グ リ ー ス 漏 れ や グ リ ー ス 漏 れ に 基 づ く 不 具 合 を よ り 生 じ に く く で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
又 、 （ ａ ／ Ｄ ） ≧ （ ｂ ／ Ｄ ） ＝ ０ ． ２ ～ ０ ． ４ と す る 事 に よ り 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７
側 の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ や 各 玉 １ ５ 、 １ ５
に よ り 取 り 込 み 易 く し て い る 。 こ の 為 、 こ の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ 内 に 溜 ま っ た グ リ ー ス を
上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ と 外 輪 軌 道 １ ２ 、 １ ２ 及 び 内 輪 軌 道 １ ４ 、 １ ４ と の 転 が り 接 触 部 に 送
り 込 み 易 く で き 、 グ リ ー ス 漏 れ の 防 止 と 共 に 転 が り 接 触 部 の 耐 久 性 向 上 も 図 れ る 。 尚 、 上
記 距 離 ａ 、 ｂ と 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ の 外 径 Ｄ と の 比 ａ ／ Ｄ 、 ｂ ／ Ｄ が ０ ． ４ を 超 え る 場 合
に は 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側 の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に 溜 ま っ た グ リ ー ス を 、 上 記 各 玉
１ ５ 、 １ ５ 及 び 保 持 器 １ ６ 、 １ ６ に よ り 取 り 込 み に く く な り 、 こ の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に
グ リ ー ス が 過 剰 に 溜 ま り 易 く な っ て 、 上 記 転 が り 接 触 部 の 潤 滑 を 図 り に く く な る 。 一 方 、
上 記 距 離 ａ 、 ｂ に 関 す る 比 ａ ／ Ｄ 、 ｂ ／ Ｄ が ０ ． ２ 未 満 の 場 合 に は 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、
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１ ７ 側 の 空 間 に 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 が 少 な く な り 、 グ リ ー ス 漏 れ が 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
又 、 Ｓ ／ Ｄ ≧ ０ ． １ ２ と す る 事 に よ り 、 各 玉 １ ５ 、 １ ５ の 外 径 Ｄ の 大 き さ に 拘 ら ず 、 グ リ
ー ス 漏 れ を 防 止 す る 事 が で き る 。 即 ち 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ の 外 径 Ｄ が 大 き く な る と 、 上
記 複 列 玉 軸 受 ５ ａ に 組 み 込 め る 玉 １ ５ 、 １ ５ の 数 が 少 な く な る 分 、 こ れ ら 各 玉 １ ５ 、 １ ５
同 士 の 円 周 方 向 に 関 す る 距 離 が 大 き く な る 。 こ の 為 、 グ リ ー ス の 封 入 率 （ 一 般 的 に 、 静 的
空 間 容 積 の ２ ０ ～ ５ ０ ％ ） を 一 定 と 考 え た 場 合 に 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５ の 外 径 Ｄ が 大 き く
な る 程 、 運 転 時 に こ れ ら 各 玉 １ ５ 、 １ ５ 同 士 の 円 周 方 向 間 部 分 か ら 軸 方 向 に 押 し 出 さ れ る
グ リ ー ス の 量 が 増 大 す る 。 こ れ に 対 し て 上 述 の 様 に 規 制 す れ ば 、 上 記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空
間 １ ８ ａ で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 を 十 分 に 確 保 で き る 。 こ の 結 果 、 上 記 各 玉 １ ５ 、 １ ５
の 外 径 Ｄ に 拘 ら ず 、 上 記 シ ー ル 板 １ ７ 、 １ ７ 側 の 空 間 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ に グ リ ー ス を 溜 ま り
に く く で き 、 グ リ ー ス 漏 れ を 防 止 で き る 。 尚 、 上 記 Ｓ ／ Ｄ が ０ ． １ ２ 未 満 の 場 合 に は 、 上
記 各 玉 列 に 挟 ま れ た 空 間 １ ８ ａ で 収 容 で き る グ リ ー ス の 量 が 少 な く な り 、 グ リ ー ス が 漏 れ
易 く な る 。 尚 、 Ｓ ／ Ｄ の 最 大 値 は 、 前 記 距 離 ａ 、 ｂ と の 関 係 で 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の プ ー リ 用 回 転 支 持 装 置 は 、 以 上 に 述 べ た 通 り 構 成 し 作 用 す る 為 、 複 列 玉 軸 受 の グ
リ ー ス 漏 れ を 有 効 に 防 止 で き る 。 こ の 結 果 、 無 端 ベ ル ト と プ ー リ と の 接 触 部 の 滑 り に 基 づ
く 自 動 車 用 補 機 駆 動 装 置 の 伝 達 効 率 の 低 下 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 複 列 玉 軸 受 を 取 り 出 し て 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 構 造 の １ 例 を 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 ４ 】 複 列 玉 軸 受 を 取 り 出 し て 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 ５ 】 複 列 玉 軸 受 内 の グ リ ー ス の 動 き を 説 明 す る 為 の 、 図 ４ の 左 半 部 に 相 当 す る 部 分 断
面 図 。
【 図 ６ 】 複 列 玉 軸 受 内 で グ リ ー ス が 溜 ま る 状 態 を 示 す 、 図 ４ の 左 半 部 に 相 当 す る 部 分 断 面
図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 回 転 軸
２ 　 　 ケ ー シ ン グ
３ 　 　 支 持 筒 部
４ 　 　 従 動 プ ー リ
５ 、 ５ ａ 　 複 列 玉 軸 受
６ 　 　 ソ レ ノ イ ド
７ 　 　 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
８ 　 　 環 状 板
９ 　 　 板 ば ね
１ ０ 　 　 電 磁 ク ラ ッ チ
１ １ 　 　 外 輪
１ ２ 　 　 外 輪 軌 道
１ ３ 　 　 内 輪
１ ４ 　 　 内 輪 軌 道
１ ５ 　 　 玉
１ ６ 　 　 保 持 器
１ ７ 　 　 シ ー ル 板
１ ８ 、 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 　 空 間
１ ９ 　 　 無 端 ベ ル ト
２ ０ 　 　 肩 部
２ １ 　 　 シ ー ル 溝
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２ ２ 　 　 肩 部
２ ３ 　 　 シ ー ル リ ッ プ
２ ４ 　 　 円 環 部
２ ５ 　 　 プ ー リ
２ ６ 　 　 支 持 円 筒 部
２ ７ 　 　 ベ ル ト 掛 け 渡 し 部
２ ８ 　 　 連 続 部
２ ９ 　 　 鍔 部
３ ０ 　 　 ス リ ー ブ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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